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令和２年度第２回岩槻人形博物館運営委員会 会議録 

１ 日 時      令和３年３月 23 日(火) 10 時～正午 

２ 場 所      にぎわい交流館いわつき 多目的室 

３ 出席者     （１）委員（９名）（五十音順） 

新井久代委員長、新雅史委員、大越久子委員、加藤三郎委員、是澤博昭副委員

長、清水一郎委員、抜井ゆかり委員、三次宣夫委員、森田 由美子委員 

          （２）事務局 

             スポーツ文化局  野口部長 

岩槻人形博物館  林館長、川田副館長、宮野参与、今井主幹 

菅原係長（学芸員）、井上主事 

※ 関連施設「にぎわい交流館いわつき」からオブザーバーとして出席 

                                   大金運営統括マネジャー 

（３）欠席者（１人） 

                        池田直人委員 

４ 公開・非公開の別   公開 

５ 傍聴人の数      ０人 

６ 内 容 

（１） 開 会   

（２） 挨 拶   スポーツ文化局文化部長挨拶 

（３） 議 事 

① 令和２年度の事業実施状況報告について 

② 令和３年度の事業計画（案）について 

（４） その他   館長退任挨拶 

（５） 閉  会      

＜議事内容要約＞ 

議事① 令和２年度の事業実施状況報告について 

事務局から資料について報告 

委員長  報告について、意見をお願いしたい。 

委 員  開館により、人形文化に対する理解度・親密度が高まっていると感じており、たいへ

ん良かったと思う。コロナ禍の今でこそ、平和、友好、和み等の大切さについて、人形

を介して発信していくことが、人形専門博物館の使命だと考える。 

委 員  アンケートの結果を見ると、県外からの来館者が少ない。コロナ禍の影響も強く受け

たとは思うが、もっと PRをした方が良いのではないか。 

委 員  リピーターを増やすためには、来館者の裾野、底辺を広げる必要がある。そのために

も、広報に関しては、年に１回程度、新聞等にインパクトのある広告を出すと、効果的
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だと思う。 

委 員  裾野を広げるために、メディア向けの PR ツアーや、地域の団体や学校の先生向けの内

覧会を企画することも有効だと思う。 

委 員  拠点ができて、地域活性化に関しても、まち全体の回遊性が図れて良いと思うが、岩

槻の人形に携わる事業者からの反響についても知りたい。また、「にぎわい交流館いわ

つき」の利用者と博物館の来館者との接点、相互利用はあるのか。 

事務局  事業者の方からは、博物館の来館者がお店に立ち寄られている、との声もいただいて

おり、まちの活性化の一助になればと考えている。また、人形文化に関するアカデミッ

クな講座を博物館が行い、体験ツアー的なワークショップを「にぎわい交流館いわつき」

が行う、という基本的な役割分担を行いながら、相互割引の導入等による両館利用の促

進も図っている。特別展開催時には、交流館内の「ヨロ研カフェ」の利用者も増えたと

聞いており、相乗効果もあると考えている。 

委員長  組合、イベント、自治会の観点から意見をお願いしたい。 

委 員  博物館開設による、人形に携わる事業者の売上への直接的な影響は、まだまだ少ない

と思う。現在は、雛人形もネット販売が中心となり、小さめの３～５万円程度のものを

購入する方が増えているが、博物館で本物、良質な人形を観覧し、自分たちも良いもの

を購入しようと考える人が増えてくることを期待している。 

委 員  まちに飾っている人形や小道具について、訪問者向けにボランティア組織を通じて分

かりやすく説明をしていきたい。また県立歴史と民俗の博物館で公開予定の、渋沢栄一

にゆかりのある答礼人形の修復に、岩槻の職人が携わったことを伝えていきたい。 

委 員  来館者を増やすために自治会でも割引券を発行する等意見は出ていたが、コロナ禍によ

る活動自粛のため、これから時機を見て考えていきたい。 

館 長  コロナ禍という、たいへん悪い環境のなかで、それなりの結果を残せたのではないかと

考えている。博物館の駐車場は昼頃には満杯となり、隣接する日光御成道の人の動きも

増えてきたように感じている。とはいえ、まだまだ課題も残っており、ご指摘いただい

た内容を参考に、組合、自治会、商店会等との連携を密にし、工夫をしながら、来年度

の事業を進めていきたい。 

委員長  意見等も出尽くしたので、議事①について、終了とする。 

議事② 令和３年度の事業計画（案）について 

事務局から資料について説明 

委員長  事業計画（案）について、意見をお願いしたい。 

委 員  広報については、SNS の導入が挙げられているが、総花的ではなく、訴求対象を 40～

50 歳代の文化に興味のある層に絞った方が良いのではないか。 

委 員  アンケートを見ると、チラシを見て来館される人が多いので、年齢層と訴求ツールが

合うように精査して広報を実施した方が良い。30 歳以上の女性にはクラフト系（何か

を作ること）がはやっているので、体験等との連動があれば面白い。 

委 員  企画展によって、広報、集客の訴求層を変えてみるのも良いのではないか。 
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委 員  プレス内覧会ではなく、口コミの元になる人たち、例えば「にぎわい交流館いわつ

き」の職員、関連委員会等の委員、商店会の人たちを博物館に呼んで、社交の場とし

ての内覧会を開けば、今後の人脈作りになり、館の周知、運営にもプラスになると思

う。 

委 員  ワークショップでは、企画展示ではできない、人形に対する知識欲を満たすような専

門的なものがあれば良い。人形の専門博物館として、格や評価を上げる効果がある。 

委 員  集客だけを考えていると、博物館は成り立たないが、あまりにも専門的過ぎても問題

がある。何年間かの長期的な視点で、何回か専門的な企画を行い、展示のバリエーショ

ンを増やしていくような取り組み方が良いのではないか。 

館 長  広報、集客のターゲットをどこに絞っていくべきか、また、専門性の度合いを含め

て、どのような展示を行っていくのかについては、これから解決していかなければな

らない、重要な課題であるので、今後とも御指摘をいただきたい。SNS に関しては、

若い世代にも、ぜひ博物館を見てほしいので、今後仕掛けていきたいと考えている。 

委員長  意見等も出尽くしたので、議事②について原案のとおり承認とし、終了とする。 

以上で議事はすべて終了とする。 










